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新学習指導要領における数学Ｂの「統計的
な推測」の学習指導の在り方

今回の学習指導要領の改訂により，小・中・高等学校を通じて統計的な内容の改善・充実

が図られた。高等学校における「数学Ｂ」の「統計的な推測」の効果的な学習指導のポイン

トについて述べる。
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１ はじめに

平成30年３月に公示された高等学校学習指

導要領では，小学校算数科及び中学校数学科

と同様，数学科で育成を目指す資質・能力を

明確にし，数学的活動の一層の充実を図ると

ともに統計的な内容の改善・充実を図ってい

る。

社会生活などの様々な場面において求めら

れることは，必要なデータを収集して分析し，

その傾向を踏まえて課題を解決したり意思決

定をしたりすることである。そのような能力

を育成するためには，高等学校情報科等との

連携も図りつつ，小・中・高等学校教育を通

じて統計的な内容等について授業改善を検討

していくことが必要である。

(1) 統計教育の改善の方向性

資料は，小・中・高等学校を通じた統計教

育のイメージ，資質・能力及び内容等につい

て整理したものである。小・中・高等学校ご

とに，統計教育の改善の方向性が示された。

小学校においては，統計的な問題解決の充

実を図る。具体的には，グラフを作成したの

ち，考察し，さらに新たな疑問を基にグラフ

を作り替え，目的に応じたグラフを作成し考

察を深める。また，ある目的に応じて示され

たグラフを多面的に吟味する。また，棒グラ

フや折れ線グラフ，ドットプロットに関して，

複数系列のグラフなどを扱ったり，二つ以上

の集団を比較したり，平均値以外の代表値を

扱ったりするよう見直す。さらに，季節の移

り変わりと算数科の折れ線グラフなど，理科

や社会科など他教科等との関連を図る。

中学校においては，問題解決や意思決定に

向けた活動を充実させる。例えば，日常生活

や社会などに関わる疑問をきっかけにして問

題を見いだし，それを解決するために必要な

データを集めて，統計的な表現や処理を行い，

分布の傾向を把握したり，二つ以上の集団を

比較したりする。また，統計的な表現につい

て，小学校での学習内容や他教科等での学習

内容との関連等に留意し，扱う内容を見直す。

高等学校においては，より多くの生徒が統

計を履修できるよう科目構成及びその内容に

ついて見直すとともに，必履修科目の内容を

充実させ，選択科目の統計の内容を様々な場

面で「使える統計」となるよう改善を図る。

また，数学科で学習した統計の基本的な知識

や技能等を基盤としつつ，情報科において統

計を活用して問題解決する力を育むなど，情

報科との関連を充実する。



(2) 統計的な内容等の充実のために

「数学Ⅰ」においては，「データの分析」

の四分位数等が中学校に移行されたのに伴い，

「仮説検定の考え方」を扱うこととされた。

仮説検定については「数学Ｂ」の「統計的な

推測」で扱うが，「数学Ⅰ」の履修だけで高

等学校数学の履修を終える生徒もいることか

ら，実際的な場面を考慮し，具体例を通して

「仮説検定の考え方」を実験などを通して直

観的に捉えさせるようにしたものである。

「数学Ａ」においては，「場合の数と確率」

で「期待値（平均値）」を扱い，統計的な内

容との関連をもたせることとしている。「数

学Ｂ」では，「統計的な推測」の他に，「数

学と社会生活」で，単回帰を中心とした回帰

も扱うこととしている。

２ 統計的な推測

「数学Ｂ」における「統計的な推測」の内

容とその取扱いについては以下のように示さ

れている。

統計的な推測について，数学的活動を通し

て，その有用性を認識するとともに次の事項

を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付ける

こと。

(ｱ) 標本調査の考え方について理解を深

めること。

(ｲ) 確率変数と確率分布について理解す

ること。

(ｳ) 二項分布と正規分布の性質や特徴に

ついて理解すること。

(ｴ) 正規分布を用いた区間推定及び仮説

検定の方法を理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等

を身に付けること。

(ｱ) 確率分布や標本分布の特徴を，確率

変数の平均，分散，標準偏差などを用

いて考察すること。

(ｲ) 目的に応じて標本調査を設計し，収

集したデータを基にコンピュータなど

の情報機器を用いて処理するなどして，

母集団の特徴や傾向を推測し判断する

とともに，標本調査の方法や結果を批

判的に考察すること。

(1) 正規分布について

正規分布は，連続的な確率変数の分布であ

り，その定義には連続関数や積分の概念等が

（文部科学省中教審教育課程部会『算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめ』より転載）
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用いられるため，数学的に厳密に取り扱うこ

とは高等学校数学の範囲の中では難しい。日

常の事象や社会の事象などにおいて観測され

る変量には，その分布が近似的に正規分布に

従うとみなせるものや，変量の値に影響を与

えている原因を制御すれば正規分布に従うと

みなせるものが数多く存在し，正規分布は統

計学において重要な役割を果たす。それゆえ，

正規分布の定義や分布曲線を与える式などに

ついては理論的な取扱いに深入りせず，具体

的な例や実験などを通して，正規分布曲線の

形や性質を理解できるようにすることが大切

である。

(2) 加工されたデータの平均値と標準偏差

数学的活動を通して，データを次のように

加工したとき，平均値や標準偏差がどのよう

に変化するのかを考えさせたい。

これらの関係を整理すると，

グラフで考えると以下のようになる。

(3) 正規分布を標準正規分布に標準化する

ことのよさ

授業において，具体的な問題を通して標準

偏差とは何かを考えさせたい。

（例）Ａ君を含む高校生10名の体重の平均が

60.0㎏，標準偏差が10.0㎏である。Ａ

君の体重は61.0㎏であった。

また，Ｂ君を含む新生児10名の体重

の平均が3.0㎏，標準偏差が0.5㎏のと

き，Ｂ君の体重は4.0㎏であった。

Ａ君もＢ君もそれぞれの体重の平均より

も 1.0 ㎏重いという点では共通であるが，体

重の分布における両者の相対的な位置は大い

に異なっている。相対的にみると高校生のＡ

君の体重は平均との差は大きくないが，新生

児のＢ君の体重は平均との差は大きくなって

いる。両者の違いの理由は，高校生の体重の

分布が新生児の体重に比べて散らばりがずっ

と大きいためである。実際，高校生の体重の

標準偏差は，新生児の体重の標準偏差の20倍

となっている。

両者の違いを明確にする方法として，

（測定値）＝（平均）＋□×（標準偏差）

と表すことで標準偏差を定規の目盛のように

捉えることができる。すなわち，測定値が，

平均から標準偏差の何個分離れているかを次



のように表してイメージすればよい。

Ａ君：61.0＝ 60.0＋ 0.1 × 10

（平均より 0.1個分大きい）

Ｂ君：4.0＝ 3.0＋ 2 × 0.5

（平均より２個分大きい）

このことから，標準正規分布に標準化する

と標準偏差が1となることで二つ以上の集団

を比較しやすいというよさに気付かせたい。

３ 正規分布を用いた区間推定及び仮説検定

の具体例

４ おわりに

「標準化」の概念を知るためには，平均・

分散・標準偏差の理解が必要である。特に，

標準偏差の重要性を理解した上で，正規分布

を標準正規分布に標準化することのよさ等を

実感し，「選挙速報で開票率が１％でも当確

が出るしくみ」，「偏差値の式の意味」など

の具体例を考えることにより「使える統計」

となるような授業に取り組んでほしい。
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